
JP 4822435 B2 2011.11.24

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像パラメータ設定支援機能を有する磁気共鳴イメージング装置において、上記撮像パ
ラメータ設定支援機能は、ユーザーが選択した撮像パルスシーケンスに従って被検体の断
層像を撮像する際に設定すべき撮像パラメータを上記磁気共鳴イメージング装置のディス
プレイ上に表示し、その中からパラメータ値の自動設定を許す撮像パラメータの選択をユ
ーザーに促す機能、および選択された自動設定撮像パラメータを除くその他のそれぞれの
撮像パラメータについてのユーザーによるパラメータ値設定後、撮像の可能性を判断し、
不可能と判断した場合には、撮像パラメータの中から所定の方式に従って少なくとも１つ
のサジェスチョンパラメータを算出し、算出されたサジェスチョンパラメータ中に先に選
択した自動設定パラメータが含まれていた場合には所定の方式によりその中の１つを選択
しその選択した自動設定パラメータのパラメータ値を自動変更し、算出されたサジェスチ
ョンパラメータ中に先に選択した自動設定パラメータが含まれていなかった場合にはサジ
ェスチョンパラメータ名、そのサジェスチョンパラメータ値およびそのパラメータ値を採
用した際のＳ/Ｎ、Ｃ/Ｎ、撮像時間および空間分解能を含む画質パラメータ値をディスプ
レイ上に表示し、ユーザーに表示されたサジェスチョンパラメータの１つを選択するよう
促す機能を有することを特徴とする撮像パラメータ設定支援機能を有する磁気共鳴イメー
ジング装置。
【請求項２】
　算出されたサジェスチョンパラメータ中に先に選択した自動設定パラメータが複数個含
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まれていた場合には、その設定値がサジェスチョンパラメータ値に変更された時のＳ/Ｎ
、Ｃ/Ｎ、撮像時間および空間分解能を含む画質パラメータの変化率がいずれもプラスの
場合にはその変化率の合計値が最大を示す自動設定パラメータが、画質パラメータの変化
率がマイナスを含む自動設定パラメータについては、マイナスの変化率のみの合計値が最
小の自動設定パラメータが、またマイナスの変化率のみの合計値が最小の自動設定パラメ
ータが複数ある場合にはマイナスの変化率を示す画質パラメータ値の数が最も多い自動設
定パラメータが選択されることを特徴とする請求項１に記載の撮像パラメータ設定支援機
能を有する磁気共鳴イメージング装置。
【請求項３】
　撮像パラメータの中からサジェスチョンパラメータの算出が出来なかった場合およびデ
ィスプレイ上に表示したサジェスチョンパラメータをユーザーが採用しなかった場合には
先にユーザーが設定したパラメータ値の見直変更を促す機能をさらに有することを特徴と
する請求項１に記載の撮像パラメータ設定支援機能を有する磁気共鳴イメージング装置。
【請求項４】
　撮像パラメータ設定支援機能を有する磁気共鳴イメージング装置において、上記撮像パ
ラメータ設定支援機能は、
　被検体の断層像を撮像する際に設定すべき撮像パラメータを表示する機能、
　上記表示された撮像パラメータの中からパラメータ値の自動設定を許す撮像パラメータ
の選択をユーザーに促す機能、
　上記選択された自動設定撮像パラメータを除くその他のそれぞれの撮像パラメータにつ
いてのユーザーによるパラメータ値設定を促す機能、
　上記設定されたパラメータ値に基づいて撮像の可能性を判断し、不可能と判断した場合
には、撮像パラメータの中から少なくとも１つのサジェスチョンパラメータを算出する機
能、
　上記算出されたサジェスチョンパラメータ中に含まれる先に選択した自動設定パラメー
タの少なくとも一つについてパラメータ値を変更する機能
　を有することを特徴とする撮像パラメータ設定支援機能を有する磁気共鳴イメージング
装置。
【請求項５】
　上記算出されたサジェスチョンパラメータ中に先に選択した自動設定パラメータが含ま
れていなかった場合にはサジェスチョンパラメータ名、そのサジェスチョンパラメータ値
およびそのパラメータ値を採用した際のＳ/Ｎ、Ｃ/Ｎ、撮像時間および空間分解能を含む
画質パラメータ値をディスプレイ上に表示し、ユーザーに表示されたサジェスチョンパラ
メータの１つを選択するよう促す機能を、さらに有することを特徴とする請求項４記載の
撮像パラメータ設定支援機能を有する磁気共鳴イメージング装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は撮像パラメータ設定支援機能を有する磁気共鳴イメージング装置（以下ＭＲＩ
装置と称す）の改良に関する。
【背景技術】
【０００２】
　種々のパルスシーケンスを組み込まれた、ＭＲＩ装置を使って、被検体の希望する部位
についての種々の断層像を撮像する際には、ユーザーが希望する断層像の撮像に適するパ
ルスシーケンスを選択すると、その選択されたパルスシーケンスに固有な１００に近い撮
像パラメータ、例えば、ＴＲ、ＴＥ、ＦＯＶ、ＢＷ、Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｐｏｉｎｔｓ
、Ｐｈａｓｅ　Ｐｏｉｎｔｓ、ＡＭＩ、Ｔｈｉｃｋｎｅｓｓ等が、所定の階層的な順序で
ＭＲＩ装置のディスプレイ上のグラフイカルユーザインターフェイス（以下ＧＵＩと称す
る）に表示され、ユーザーは、それぞれの撮像パラメータについて、希望する撮像条件に
適合するパラメータ値を入力、設定する必要があった。
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【０００３】
　従来、ＭＲＩ装置による種々の断層像撮像に先立って行われていた撮像パラメータの設
定支援は、例えば、ユーザーがある撮像パラメータについて許容範囲外のパラメータ値を
入力すると、その値の修正が必要であることを対話的にポップアップウィンドウに表示す
るもの、撮像を可能とするためいくつかの撮像パラメータの入力値を自動的に変更するも
のおよび全撮像パラメータについてその有効な値域をＧＵＩに表示するものがあった。
　また、例えば、特開２００３－１９０１１９が開示している撮像パラメータの設定支援
は、設定を求めてＧＵＩ上に表われる撮像パラメータを順々に設定する際、ある撮像パラ
メータについて許容範囲外のパラメータ値が入力されるとスキャンアシスタントが働いて
、入力値に最も近い有効値を提示すると共にその他の許容範囲を提示するポップアップウ
ィンドウが表われまたスキャン時間解像度、コントラスト、Ｓ/Ｎ、スライスに関連する
それぞれの撮像パラメータについてはその設定値を修正した時他の撮像パラメータへ与え
る影響を提示するスキャンアシスタントが開示されている。
【特許文献１】特開２００３－１９０１１９
【０００４】
　しかし、ＭＲＩ装置に付与された従来の撮像パラメータ設定支援機能は、いずれも、本
質的には、ユーザーに個々の撮像パラメータについて始めから終わりまで一々、直接に設
定、編集を要求するものであり、その設定に長い時間を要するという問題があった。また
許容範囲に余裕の無い撮像パラメータの多いパルスシーケンスを実行する際にはこの問題
は一層顕著に表れた。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、画質の低下および撮像時間の増加を抑えながら、ユーザーの選択した
パルスシーケンスの実行に必要な撮像パラメータのパラメータ値をスムーズかつ短い時間
で設定出来る撮像パラメータ設定支援機能を有するＭＲＩ装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の問題点を解決する本発明は、各撮像パラメータの設定変更を行なう前にあらかじ
めユーザーにより、自動設定を許す一つまたは複数の撮像パラメータが選択された後、Ｇ
ＵＩ上でその他の撮像パラメータについての設定変更が行なわれ、その中にある撮像パラ
メータが撮像可能範囲外に設定された場合には、その他のパラメータ一つを変更すること
で撮像可能となるサンジェスチョンパラメータを算出し、その中に先に選択された自動設
定を許す撮像パラメータが含まれていた場合には、その撮像パラメータの変更を自動的に
行い、自動設定を許す撮像パラメータが含まれていない場合には、算出されたサジェスチ
ョンパラメータ一覧とそれらの具体的なサジェスチョン値を表示した上で、ユーザーに変
更を促すかもしくは先の撮像パラメータ設定変更自体のキャンセルをユーザーへ促すこと
により実現される。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によるとユーザーが選択したパルスシーケンスの実行に必要な撮像パラメータの
パラメータ値がスムーズかつ短時間に設定出来るので、患者にとっては、検査のための撮
像に先立つ準備のため長時間拘束されるという精神的負担が低減されまたユーザーにとっ
てはＭＲＩ装置の利用効率が向上するという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明の実施例を、添付画面を参照して詳細に説明する。
【０００９】
　図１は本発明によるＭＲＩ装置の全体構成図を示している。このＭＲＩ装置は、核磁気
共鳴（ＮＭＲ）現象を利用して被検体の断層像を得るものであり、その構成はオペレータ
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コンソール装置１、ＭＲ制御ユニット２、ガントリー３および本発明によって導入された
撮像パラメータ設定支援機能５０で構成されている。
【００１０】
　オペレータコンソール装置１はＣＰＵ４、ディスプレイ５、マウス６、キーボード７で
構成され、ユーザーがディスプレイ５に表示されている画面を見てマウス６、キーボード
７を使用し、撮像パラメータを入力するとＣＰＵ４でユーザーにより設定された撮像パラ
メータをチェックし、ＭＲ制御ユニット２に撮像パラメータを送信し、ＭＲ制御ユニット
２内でパルスシーケンスを生成し、ガントリー３より静磁場、傾斜磁場、高周波磁場を発
生させる。
【００１１】
　図２にディスプレイ５に表示されたＧＵＩの一例を示す。
　ＧＵＩは、患者情報表示領域８、キーボードまたはマウス操作による撮像パラメータ数
値設定入力領域９、図形操作による撮像パラメータ設定入力領域１０、イメージクオリテ
ィパラメータ（画質）表示領域１１から構成される。撮像パラメータ数値設定入力領域９
ではキーボードによるパラメータ値の直接入力、マウスの操作によるパラメータ値の一定
間隔のインクリメント、デクリメントを行なうことで、パラメータ値の設定変更を行なう
ことが出来る。図形操作によるパラメータ設定入力領域１０では領域上に表示されたパラ
メータ入力補助図形をマウスで操作することにより、スライス断面の回転や、スライス枚
数の変更や、インターバルの変更等を行なってパラメータ値の設定変更を行なうことが出
来る。
【００１２】
　図３に本発明の撮像パラメータ設定支援機能部５０で実行される処理全体のフローチャ
ートを示す。
【００１３】
　ユーザーが、希望する撮像条件に適したパルスシーケンスを選択し、そのシーケンスの
既存のプロトコルを開いた場合、あるいは新規のプロトコルを選択すると、図２の撮像パ
ラメータ数値設定入力領域９に、例えば、図４にその一部を示すような、自動設定を許す
撮像パラメータが順次呼び出される（処理１２）。
【００１４】
　なお、以下では、説明を簡略化するため、ユーザーが選択したパルスシーケンスの既存
のプロトコル、即ち各撮像パラメータには過去の登録された撮像パラメータ値が設定され
ている、を開いた場合について説明する。
【００１５】
　図４のウインドウ上の各自動変更を許す撮像パラメータ候補３５はそれぞれにチェック
ボックス３６を持つなど、自動変更パラメータとして選択されたことが一目で分かるよう
に構成されている。
【００１６】
　ユーザーは、このようにＧＵＩ上に順次呼び出される自動変更を許す撮像パラメータ候
補３５の中から、自動変更を許すパラメータを選択する（処理１３）。なお、本例では、
ユーザーが既存のプロトコルを開いたので、自動変更を許す撮像パラメータは設定されて
いるので、その設定変更を含んでいる。
【００１７】
　また、自動変更パラメータとして選択された撮像パラメータは、ＧＵＩではテキストボ
ックスの背景や枠の色の変化、枠の太さの変化など、一目で選択されていることが分かる
ように構成されている。
【００１８】
　なお、新規プロトコルを作成する場合には、自動変更パラメータは新規に登録する。し
かし、本例のように既存のプロトコルを開いた場合には、例えば、造影撮像などでは時間
に制約があるので、ＴＲなどの撮像パラメータはあらかじめ自動変更パラメータから外れ
ている。またあるプロトコルではコントラストが重視されるため、ＴＥやＢＷはあらかじ
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め自動変更パラメータから外れている。
【００１９】
　処理１３の自動変更パラメータの選択が終わると、図２に示したようなＧＵＩに従って
その他の撮像パラメータについてのパラメータ値の設定変更が行なわれ、次に処理１４で
、既設定のパラメータが変更されたかがチェックされ、変更が無かった場合には直ちにイ
メージングが開始される（処理１５）。
【００２０】
　撮像パラメータ数値設定入力領域９または図形操作によるパラメータ設定入力領域１０
でパラメータ値の変更が行なわれた時、設定条件が撮像可能かどうか妥当性のチェックを
行なう（処理１６）。ここで撮像可能と判断されると、同様に処理１５に進む。チェック
の結果撮像が不可能な条件と判断された場合、サジェスチョンパラメータを求め、パラメ
ータ値の自動変更もしくは、サジェスチョンパラメータを列挙しユーザーに変更を促す（
処理１７）。
【００２１】
　図５に、図３で言及した処理１７のパラメータ値設定変更処理のフローチャートの詳細
を示す。
　初めに、所定の基準に基づいてサジェスチョンパラメータを求める（処理１８）。処理
１８においてサジェスチョンパラメータが求められたかどうかの判断を行い（処理１９）
、存在した場合には、続けてその中に処理１３でユーザーが選択した自動変更パラメータ
が存在するかの判断を行う（処理２０）。処理１９の結果サジェスチョンパラメータが存
在しない場合には、先に入力したパラメータ値への変更が不可能であることをユーザーに
伝え、変更前のパラメータ値に戻すよう促す（処理２１）。処理２０の結果その中に自動
変更パラメータが存在した場合には以下で説明する自動変更パラメータの優先順位計算処
理を行ない（処理２２）処理２２の結果優先順位の最も高いパラメートを自動変更パラメ
ータとしてパラメータ値の変更を自動的に行なう（処理２３）自動変更パラメータが存在
しなかった場合には、求めたサジェスチョンパラメータのパラメータ名、値、変更後のイ
メージクオリティパラメータを図６に示すようにＧＵＩに表示し（処理２４）、ユーザー
はその中のいずれかを採用するか、先に行なわれたパラメータ値の変更をキャンセルし変
更前の値に戻すかの選択を行なう（処理２５、２６）。以上により、設定条件が撮像可能
となった時、パラメータ値設定変更処理は終了する。
【００２２】
　図６に示した、処理２４で使用されるサジェスチョンパラメータの選択を行なうウイン
ドウは、採用するサジェスチョンパラメータを選択していることを示すチェックボックス
またはラジオボタン３７と、そのサジェスチョンパラメータ名表示部３８と、そのサジェ
スチョンパラメータ値表示部３９と、サジェスチョンパラメータを採用した時のイメージ
クオリティパラメータ表示部４０と、選択したサジェスチョンパラメータを採用するため
のボタン４１と、先に行ったパラメータ変更をキャンセルするためのボタン４２を有する
【００２３】
　図７に図５で言及した処理２２の自動変更パラメータの優先順位計算処理フローチャー
トの詳細を示す。
　初めに、変更後の変化率がマイナスとなるイメージクオリティパラメータが無い自動変
更のパラメータが存在するかどうかの判断を行い（処理２７）、存在した場合には変化率
の合計が最も大きいパラメータを自動変更パラメータとして選択し（処理２８）、存在し
なかった場合には変化率がマイナスとなるイメージクオリティパラメータ値のみの合計を
求める（処理２９）。処理２９で求めた値で最も小さい値を持つパラメータが複数存在す
るかの判断を行い（処理３０）、存在しなかった場合は処理２９の値が最も小さいパラメ
ータを自動変更パラメータとして選択し（処理３１）、存在した場合は変化率がマイナス
となるイメージクオリティパラメータの数が最も多いパラメータを自動変更パラメータと
して選択する（処理３２）。これは画質の低下を分散させるためである。
【００２４】
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　変化率の計算は以下の式で求める。

　なお、変化率の合計を計算する際、イメージクオリティパラメータの１つである撮像時
間は符号を逆にして計算を行なう。
　本処理はイメージクオリティパラメータを向上させるのに最適な自動変更パラメータを
選択するのではなく、最もイメージクオリティを損なわない自動変更パラメータを選択す
ることを特徴としている。
【００２５】
　なお、処理１３で自動変更パラメータとして最初に選択されていた撮像パラメータにつ
いて、後に、撮像パラメータ値設定入力領域９、図形操作によるパラメータ設定入力領域
１０上で自動変更パラメータ値が変更された場合には、自動変更パラメータの設定ら外す
ことも出来る。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明撮像パラメータ設定支援機能を有するＭＲＩ装置の全体構成図。
【図２】本発明ＭＲＩ装置のディスプレイに表示されたＧＵＩの一例。
【図３】本発明ＭＲＩ装置の撮像パラメータ設定支援機能で実行される処理の概要を説明
するフローチャート。
【図４】本発明ＭＲＩ装置のディスプレイに表示された自動変更撮像パラメータ選択のた
めのウインドウの一例。
【図５】図３に示した処理１７の詳細を説明するフローチャート。
【図６】本発明ＭＲＩ装置のディスプレイに表示された採用するサジェスチョンパラメー
タ選択のためのウインドウの一例。
【図７】図５に示した処理２２の詳細を説明するフローチャート。
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